
■2025年度　東邦大学付属東邦中・高等学校「夏の学問体験講座」

日付 時間 対象 定員 タイトル 講座内容

●薬学部

7月16日（水） 10:30～12:00
中学生・
高校生

20 薬学部
岩田 達也
髙橋 文雄

「光」を使って薬品を調べよう
薬品の同定や定量に「分光法」という光を用いた手法を用いることがあります。
本講座では「紫外可視吸光度」「旋光度」「屈折率」の各測定法を用いて薬品の性質を調べます。

7月16日（水） 13:00～ 16 :00
中学生・
高校生

20 薬学部
土屋 勇一
大寺 恵子

色々な食材に含まれるタンパク質を見てみよう
生物の体を構成するタンパク質にはたくさんの種類があり、多様な生命活動に関わっています。本講座では色々な食材に含まれるタンパク質を、
SDS-PAGEという方法で分子量の違いにより分離して、CBB染色という方法で可視化します。

●理学部

　7月16日（水）  10:00～ 12:00
中学生・
高校生

30 化学 菅井 俊樹 紙工作でナノ炭素物質を作ってみよう

ナノ炭素物質は、高校の化学の教科書にもでてくるフラーレンをはじめとして、カーボンナノチューブ、グラフェンなど多彩なものがあることが知られ
ています。これらは1996年、2010年のノーベル賞を受賞するなど革新的なナノ物質です。この講座では、講義とともに紙工作でその構造を体感して
もらい、特異な性質と構造、そしてその可能性を紹介します。
※当日、はさみとセロテープを持参してください。

　7月16日（水）  13:30～ 15:00
中学生・
高校生

なし 情報 豊田 昌史 数学の論理、はじめの一歩
命題の証明を理解するのは、数学の重要な勉強の一つです。ただ、証明も長くなると読んで理解するのが大変です。まずは、基本に戻って、命題と
は何か、から学びましょう。そして、真理値表という表を一緒に書きながら、証明の理解に必要な論理の勉強をします。

　7月16日（水）   13:30～ 15:30 高校生 20 生命圏 柴田 裕希 楽しい会議をつくるファシリテーターに挑戦
最近、企業や市民の「話し合い」の場で注目を集めるファシリテーター。様々な会議の技術を駆使して多様な意見を一つにまとめていきます。この講
座でファシリテーターの最新の会議技術を身につけよう。

7月17日（木） 9:30～ 12:30
中学生・
高校生

なし 生物 小沼 順二　 データサイエンス　✕　動物学

近年、データから価値ある知見を引き出す「データサイエンス」という技術に注目が集まっています。今回、マイクロソフト社のエクセルを使って、ライ
オン、チーター、トラ、オオカミ、キツネ、スカンク、アライグマ、ラッコ、アザラシ、オットセイ、シロクマ、パンダ、カバ、キリン、イノシシ、トナカイ、ヤ
ギ、ヒツジ、ラクダ、ゾウ、ビーバー、リス、ムササビ、モモンガ、ネズミ、ハムスター、サル、チンパンジー、ゴリラ、マントヒヒ、アイアイ、ヒト、イルカ、
クジラ、シャチ、コウモリ．．．など、様々な動物の体と脳の大きさの進化をデータサイエンスします。
※当日、USBメモリを持参した参加者はデータを持って帰ることができます。

7月17日（木） 13:30～ 15:30
中学生・
高校生

なし 生物分子 鹿島　誠 生物学でも実生活でも役立つデータ駆動な考え方
データに対して仮説をもって見るのでなく、データを眺めることで仮説をデータ自身が生成する 、これがデータ駆動な考え方です。近年、生物学でも
データ駆動な考え方を駆使して生命現象を観察することが可能となりました。本講義では、生物学の話題や私たちの身近な事例を取り上げながら、
データ駆動で「ものごとをどう見るのか」、その結果として「どんなことがわかるのか」を紹介し、データ駆動な考え方を体感してもらいます。

●健康科学部

　7月16日（水）  10:00～ 12:00 中学生 20 健康科学部
植村 直子
池田 絹代

保健師の仕事について学ぼう
看護職の中でも、地域の中で赤ちゃんから高齢者までを支援する保健師の仕事について学びます。
保健師はどこで働いているのか、どのように地域の人々をケアしているのかについて学び、赤ちゃん人形を用いたのケアの実際を体験します。

担当


